
Vault をおすすめする
主な理由

Autodesk® Vault を使用すれば、エンジニア、設計者、 
関連チームのコラボレーションを改善し、 
製品開発を迅速化できます。
設計データとエンジニアリング プロセスを一元管理できる Autodesk® Vault なら、 
作業時間を短縮し、余計なコストのかかるミスを回避し、効率的に設計を変更・ 
リリースできます。

01. CAD との統合
データ管理ツールの Vault は、 
Autodesk® Inventor® や AutoCAD®

（Electrical ツールセットや 
Mechanical ツールセットを含む）など
の設計ツールとシームレスに統合されて
いるため、ソフトウェア間のやりとりに
手間がかかることもなく、スムーズに作
業を進めることができます。CAD と統合
されているため、エンジニアリングから
製造までのワークフロー全体を通じて
設計関連データを容易に管理でき、時
間の節約やデータ精度の維持につなが
ります。

02. データを 
すばやく検索
高度でインテリジェントな検索機能
で、必要なものを必要なときにすばや
く検索できます。たとえばファイルを
検索して再利用することで設計を最
初から再作成する手間を省いたり、ジ
オメトリ検索で重複するパーツを特定
および削除し、組織全体の生産性を
向上したりできます。Vault を使用す
ると情報検索が大幅にスピードアップ
し、設計作業が効率的になります。

05. コンカレント設計
とコラボレーション
製品データを単一システムで一元管理す
ることで、部門を超えた複数チーム間で
効果的に連携しながら設計を同時進行
できます。製品情報をメールやスプレッ
ドシートなどで個々にやり取りすると、
ファイルが上書きされてデータが失われ
るなどのリスクが生じますが、Vault を
使用すれば、そんな手間や心配がなくな
ります。チーム メンバーは、設計データ
をチェック アウトしてから変更を加え、
変更後に再びチェック インして設計デ
ータをシステムに戻します。全員が連携
しながら作業できるため、リソースのバ
ランスをとりながら迅速にプロジェクト
を進め、厳しい納期にも対応できます。

06. 簡単な管理と設定
Vault は、Vault サーバーの稼働時間
を最大化するための管理ツールを備
えています。管理ツールは直感的に操
作でき、最小限の IT の知識があれば
簡単にサーバー管理を行えます。

03. リビジョンを 
管理、追跡
関係者全員が常にシステム上の最新情
報にアクセスしながら作業できます。 
Vault では、過去のファイル バージョン
がすべて保持されるとともに、設計の変
更履歴が自動で追跡・記録されます。

04. データを迅速に 
コピー、再利用
データ管理ソフトウェアの Vault を使
用すれば、既存の設計や関連ファイル、
ドキュメントをコピーして、新しい設計
で容易に再利用できます。置換、再利
用またはコピーするファイルの設定も簡
単です。複雑なモデルや図面セットを
毎回一から作成する必要がなくなるた
め、設計時間の短縮につながります。

Autodesk およびオートデスクのロゴは、米国およびその他の国々における Autodesk, Inc. およびその子会社または関連会社の登録商標です。
その他のすべてのブランド名、製品名、または商標は、それぞれの所有者に帰属します。オートデスクは、通知を行うことなくいつでも該当製品 
およびサービスの提供、機能および価格を変更する権利を留保し、本書中の誤植または図表の誤りについて責任を負いません。 
© 2022 Autodesk, Inc. All rights reserved.



Autodesk およびオートデスクのロゴは、米国およびその他の国々における Autodesk, Inc. およびその子会社または関連会社の登録商標です。
その他のすべてのブランド名、製品名、または商標は、それぞれの所有者に帰属します。オートデスクは、通知を行うことなくいつでも該当製品 
およびサービスの提供、機能および価格を変更する権利を留保し、本書中の誤植または図表の誤りについて責任を負いません。 
© 2022 Autodesk, Inc. All rights reserved.

07. 標準化を促進
Vault の管理者は、カスタマイズ可能な
ツールを使用して標準化を行えます。 
データの作成やレビュー、リリースなどの
プロセスについて会社独自のルールを適
用したり、ISO 9000 や RoHS などの業
界標準への準拠をチーム内で徹底させ
たりできます。

08. エンジニアリング
部品表（BOM）を作成
CAD 設計データを元にエンジニアリン
グ部品表を作成して、製品の機能設計の
詳細を効果的に管理し、部門間で共有
できます。

09. データ アクセスを
コントロール
各ユーザーの役割や所属するプロジェク
トに基づいて権限を設定し、データへの
アクセス権限や編集権限をコントロール
することで、データ セキュリティを強化
できます。

10. 外部関係者とコラ
ボレーション
Autodesk® Product Design & 
Manufacturing Collection に含まれる 
Fusion Team を使用すれば、顧客やサ
プライヤーをはじめとするプロジェクト
の外部関係者とクラウドベースのワーク
スペースを共有しつつ、安全にコラボレ
ーションできます。アクセス権限やバー
ジョンの管理、トレーサビリティを維持
しながら、ネイティブ ファイルや設計の
更新を共有できます。

11. リモートの 
設計レビューを迅速化
Vault Professional に含まれる Web  
ベース ツールの Autodesk® 共有ビュー
を使用して、設計の視覚的表現を共有
できます。レビュー担当者は Web ブラウ
ザーで設計を表示し、拡大、計測、朱書
き、マークアップ、コメントの投稿などを
行えます。

12. ニーズに合わせて
複数サイトに拡張
Vault Professional で提供されるマルチ
サイト機能を使用すれば、拠点の分散し
たチーム間で設計データを同期し、複数
の場所や地域、組織全体で設計を共有
できます。

13. リリース/変更の
プロセスを自動化
リリースと変更のプロセスを手作業で
行うと、設計プロジェクトの遅延や製
造現場でのミスが生じる可能性があり
ます。Vault Professional なら、設計
チームはリリースや設計の変更管理に
ついて、標準プロセスまたは設定可能
なプロセスから選択できます。これは
コストのかかるミスを回避し、ボトル
ネックを解消する上で役立ちます。
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ソリューション センターに移動

Autodesk Vault の詳細はこちらでご覧ください。

https://www.autodesk.co.jp/products/vault/overview

